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Business Labor Trend  2004.8

労使とも9割がキャリア設計は自分自身で 
遅れる相談体制、7割が未整備 

特別テーマアンケート〈第3回ビジネスレーバーモニター〉 教
育
訓
練
と
キ
ャ
リ
ア
相
談 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
二
〇
〇

三
年
一
〇
月
か
ら
、
企
業
、
事
業
主
団
体
、

単
組
、
産
業
別
労
働
組
合
を
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
、
定
点
観
測
的
な
景
気
判
断
や
、
個
別
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
「
特
別
テ
ー
マ
」
に
つ

い
て
尋
ね
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ

ニ
タ
ー
調
査
」
を
開
始
し
て
い
る
。
第
三
回

調
査
の
特
別
テ
ー
マ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
「
教

育
訓
練
と
キ
ャ
リ
ア
相
談
」
を
取
り
上
げ
た
。

本
調
査
の
対
象
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
し
た

企
業（
一
〇
九
社
）、
単
組
（
四
二
組
合
）、

事
業
主
団
体
（
五
八
団
体
）、
産
業
別
労
働

組
合
（
二
八
組
織
）
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
専
用
回
答
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実
施
し
た
。
調
査

時
期
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
三
一
日
〜
六
月

一
六
日
。
本
稿
で
は
、
企
業
と
、
対
比
可
能

な
設
問
の
あ
る
単
組
の
回
答
を
中
心
に
紹
介

す
る
（
以
下
、
企
業
調
査
、
単
組
調
査
と
略
。

企
業
調
査
は
正
社
員
に
つ
い
て
、
単
組
調
査

は
組
合
員
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
）。 

 

回
答
状
況
は
、企
業
が
一
〇
三
社
（
回
収
率

九
四
・
四
％
）、
単
組
が
三
八
組
合（
回
収
率

九
〇
・
四
％
）。
回
答
企
業
の
業
種
は
、
製
造

業
が
四
三
・
七
％
、
非
製
造
業
が
五
六
・
三

％
。
回
答
企
業
の
従
業
員
規
模
（
正
社
員
の

み
）
は
、
一
〇
〇
人
未
満
が
三
・
九
％
、
一

〇
〇
〜
二
九
九
人
が
四
・
九
％
、
三
〇
〇
〜

九
九
九
人
が
八
・
七
％
、
一
〇
〇
〇
人
以
上

が
八
二
・
五
％
と
な
っ
た
。
回
答
組
合
の
組

合
員
規
模
は
、
組
合
員
（
正
社
員
の
み
）
は
、

一
〇
〇
人
未
満
が
ゼ
ロ
、
一
〇
〇
〜
二
九
九

人
が
ゼ
ロ
、
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
が
五
・
三

％
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
九
四
・
七
％
。 

   

教
育
訓
練

、個
人
の
責
任
増
大 

　
企
業
調
査
で
は
、
教
育
訓
練
の
開
発
責
任

は
基
本
的
に
は
企
業
に
あ
る
と
の
考
え
が
大

き
な
比
重
を
占
め
る
も
の
の
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
は
、
従
業
員
個
人
の
責
任
と
す
る

割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
教
育
訓
練
の
能
力
開
発
主
体
に
つ
い
て
、

「
こ
れ
ま
で
」
と
「
今
後
」
の
方
針
を
尋
ね

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
ま
で
」

で
は
、
教
育
訓
練
の
責
任
主
体
は
企
業
と
考

え
て
い
る
の
が
約
七
割（「
従
業
員
に
教
育
訓

練
を
行
う
の
は
企
業
の
責
任
」（
一
一
・
七
％
）

と
「
従
業
員
に
教
育
訓
練
を
行
う
の
は
企
業

の
責
任
に
近
い
」（
五
九
・
二
％
）の
回
答
計
）

に
及
ぶ
の
に
対
し
て
、
従
業
員
個
人
の
責
任

と
し
て
い
る
の
は
三
割
弱（「
教
育
訓
練
に
責

任
を
持
つ
の
は
従
業
員
個
人
」（
一
・
九
％
）

と
「
教
育
訓
練
に
責
任
を
持
つ
の
は
従
業
員

個
人
に
近
い
」（
二
六
・
二
％
）の
回
答
計
）。

し
か
し
、「
今
後
」
に
つ
い
て
み
る
と
、「
企

業
の
責
任
」
と
し
て
い
る
の
が
計
四
九
・
五

％
、「
従
業
員
個
人
の
責
任
」
と
し
て
い
る
の

が
計
四
八
・
六
％
と
、
両
者
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
、

今
後
の
方
針
と
し
て
、「
従
業
員
個
人
の
責

任
」
と
す
る
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る（
図
１
）

＊
１
。 

　
し
か
し
、
必
ず
し
も
、
従
業
員
個
人
に
す

べ
て
任
せ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
企
業

調
査
で
は
、「
今
後
」
の
教
育
訓
練
の
責
任
主

体
の
選
択
理
由
を
自
由
記
述
で
尋
ね
て
い
る

が
、「
教
育
は
個
人
の
責
任
に
近
い
」
と
す
る

企
業
で
も
、「
必
要
最
低
限
の
知
識
技
術
は
企

業
が
教
え
る
」
な
ど
と
、
基
本
的
な
教
育
訓

練
に
つ
い
て
は
企
業
の
責
任
と
す
る
見
解
が

多
い
。
そ
の
中
で
、「
従
業
員
個
人
の
責
任
」

と
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
自
立
し
た
個
を
重

視
す
る
方
向
性
」
を
あ
げ
る
企
業
が
目
立
つ
。

研
修
の
形
態
が
自
己
啓
発
型
に
な
る
こ
と
か

ら
、
会
社
側
は
、
個
人
選
択
に
よ
る
研
修
機

会
の
支
援
体
制
に
軸
を
移
し
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。
仕
事
に
よ
っ
て
必
要
な
教
育
訓
練
が
専

門
化
・
細
分
化
し
て
い
る
こ
と
も
、
一
律

的
・
画
一
的
な
教
育
訓
練
を
難
し
く
し
て
い
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因
に
な
っ
て
い
る
。
選
抜
に
よ
る
教
育
訓
練

を
取
り
入
れ
る
傾
向
も
あ
り
、
成
果
主
義
を

徹
底
す
る
な
か
で
、「
上
位
の
役
割
を
獲
得
す

る
た
め
の
教
育
投
資
は
自
己
責
任
と
な
る
」

（
電
機
）と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
　 

 

　
　 

 

能
力
要
件

、明
確
化
の
方
向
に 

　
企
業
調
査
で
は
、
従
業
員
に
対
し
て
、「
仕

事
や
ポ
ス
ト
な
ど
に
必
要
な
能
力
要
件
」
を

十
分
に
知
ら
せ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
尋
ね

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
約
七
割
の
企
業
が
知

ら
せ
て
い
る
と
回
答
し
た（「
十
分
知
ら
せ
て

い
る
」（
一
六
・
五
％
）
と
「
あ
る
程
度
知
ら

せ
て
い
る
」（
五
九
・
二
％
）
の
回
答
計
、
図

２
）。 

 

「
仕
事
や
ポ
ス
ト
な
ど
に
必
要
な
能
力
要

件
を
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
い
る
か
」
と
の

問
い
（
回
答
数
＝
一
〇
三
社
、
複
数
選
択
）

で
は
、「
人
事
評
価
制
度
の
運
用
を
通
し
て
」

が
七
二
・
八
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
個

人
別
の
目
標
管
理
シ
ー
ト
や
能
力
開
発
シ
ー

ト
で
」（
六
八
・
〇
％
）、「
全
社
の
教
育
訓
練

計
画
を
通
し
て
」（
三
七
・
九
％
）、「
職
能
要

件
書
で
」（
三
三
・
〇
％
）、「
職
務
要
件
書
で
」

（
二
一
・
四
％
）な
ど
が
続
く（
図
３
）。 

　
で
は
、
今
後
も
「
仕
事
や
ポ
ス
ト
な
ど
に

必
要
な
能
力
要
件
」
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

明
確
化
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

明
確
化
に
つ
い
て
企
業
と
単
組
双
方
に
聞
い

た
。
企
業
側
は
「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思

う
」
の
合
計
で
八
五
・
四
％
が
明
確
化
す
べ

き
と
回
答
し
、
単
組
側
も
九
二
・
一
％
が
明

確
化
す
べ
き
と
し
て
い
る（
図
４
）。
労
使
双

方
と
も
明
確
化
の
方
向
で
一
致
し
て
い
る
が
、

組
合
の
ほ
う
が
、「
そ
う
思
う
」
割
合
が
高
く

（
七
六
・
三
％
）、
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。 

　
調
査
で
は
、
そ
の
判
断
理
由
に
つ
い
て
も

自
由
記
述
で
尋
ね
て
い
る
。
企
業
調
査
に
つ

い
て
、「
そ
う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」
の

理
由
を
み
る
と
、
「
成
果
主
義
型
の
人
事
処

遇
制
度
の
導
入
に
よ
る
会
社
の
説
明
責
任
」

と
「
従
業
員
の
納
得
感
・
や
り
が
い
感
の
向

上
」
を
あ
げ
る
企
業
が
目
立
つ
。
自
ら
の
仕

事
・
ポ
ス
ト
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
能
力
要
件

が
明
示
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
な
い

と
、
従
業
員
が
処
遇
に
不
公
平
感
を
抱
き
か

ね
な
い
た
め
だ
。
個
人
の
能
力
開
発
目
標
と

し
て
明
確
で
あ
る
方
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

も
あ
り
、
「
従
業
員
自
身
で
能
力
開
発
を
行

い
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
や
す
い
よ
う

に
し
た
い
」（
食
品
）と
の
意
見
や
、「
仕
事
・

ポ
ス
ト
の
組
織
上
の
役
割
を
明
確
に
し
、
適

材
適
所
の
人
事
配
置
を
実
現
す
る
」（
製
造
業
）

な
ど
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
を
あ
げ
る
見
解

も
あ
っ
た
。 

　
一
方
、
能
力
要
件
の
明
確
化
に
消
極
的
な

意
見
と
し
て
は
、
す
で
に
十
分
明
確
に
な
っ

て
い
る
と
の
意
見
が
も
っ
と
も
多
い
。
経
営

環
境
の
変
化
に
応
じ
て
能
力
要
件
も
修
正
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
要
件
が
具
体
的
で
あ
る

ほ
ど
陳
腐
化
が
速
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
コ

ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ
と
や
、
能
力
要
件

を
精
緻
化
し
て
も
、
膨
大
な
手
数
を
要
す
る

わ
り
に
有
用
性
が
低
く
、
効
果
が
な
い
こ
と

が
理
由
だ
。
意
見
の
中
に
は
、「
近
年
、
抽
象

的
な
職
務
記
述
書
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
が
、
企
業
に
お
い
て
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
実
は
具
体
的
に
あ
げ
う
る
職

務
は
少
な
い
」（
食
品
）
な
ど
、
明
確
化
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性
を
あ
げ
る
企
業
も
あ

っ
た
。 

  

キ
ャ
リ
ア
へ
の
関
心
度
高
ま
る 

　
調
査
で
は
、
こ
こ
五
年
間
で
、
従
業
員
の

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
関
心
度
が
高

ま
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、「
高
ま
っ
て
い
る
」「
や
や
高
ま

っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
の
は
、
企
業

調
査
で
六
一
・
一
％
、
単
組
調
査
で
五
五
・

二
％
と
ど
ち
ら
も
半
数
を
超
え
て
い
る
（
図

５
）。 

　
企
業
調
査
で
、
関
心
が
増
加
し
た
理
由（
自

由
記
述
）を
み
る
と
、「
社
会
的
な
雇
用
の
流

動
化
傾
向
」
や
「
世
間
で
の
終
身
雇
用
の
崩

壊
」
な
ど
先
行
き
の
不
透
明
感
を
あ
げ
る
企

業
が
目
立
つ
。
転
職
が
一
般
的
に
な
っ
て
き

た
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
志
向
が
高
ま
っ
た
と
の

考
え
だ
。
「
経
営
状
況
の
厳
し
い
時
期
が
続

き
、
自
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
、
意
識

的
に
専
門
性
を
高
め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

生
き
残
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
危
機
意
識
が

広
ま
っ
た
」（
化
学
）
と
の
意
見
や
、
「
す
べ

て
企
業
一
任
の
時
代
に
比
べ
、
社
員
が
『
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
』
の
原
則
を
具
体
的
に

認
識
し
始
め
て
い
る
」（
販
売
）
な
ど
の
意
見

も
あ
る
。 

　
人
事
制
度
の
改
訂
が
関
心
を
高
め
た
と
す

る
企
業
も
あ
る
。
例
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
ル
ー

ト
を
選
択
す
る
複
線
型
人
事
制
度
や
、
個
人

選
択
型
の
異
動
制
度
（
社
内
Ｆ
Ａ
、
人
材
公

募
）
の
導
入
は
、
個
々
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

成
果
主
義
の
導
入
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
と
目
標
管
理
制
度
が
重
要
な
位
置
付
け
に

な
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
。
さ
ら
に
、
自
分
の
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キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
異
動
配
置
が
賃
金
に
直
結

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
関
心
を
高
め
た

と
す
る
企
業
も
あ
っ
た
。
能
力
や
成
果
に
よ

っ
て
処
遇
格
差
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
出
て

き
た
た
め
、
従
業
員
側
も
自
己
の
能
力
や
適

性
に
マ
ッ
チ
し
た
業
務
に
つ
き
た
い
と
の
意

向
が
出
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。 

　
そ
の
他
、
高
学
歴
女
性
の
勤
続
年
数
の
延

び
と
増
加
が
キ
ャ
リ
ア
の
関
心
を
高
め
た
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。
高
学
歴
で
意
欲
の
あ
る

女
性
は
、
結
婚
や
出
産
後
の
自
分
の
将
来
像

を
描
く
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
心
が
高
い
と

い
う
。 

　
「
従
業
員
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
設
計
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
自
身
で
考
え
て
欲
し

い
か
」
と
の
問
に
対
し
て
は
、「
そ
う
思
う
」

「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
で
、
企
業
は
九

五
・
一
％
、
単
組
は
九
四
・
七
％
が
考
え
て

欲
し
い
と
回
答
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
労
使
一
致

し
た
見
解
だ（
図
６
）。 

   

キ
ャ
リ
ア
の
相
談
体
制
、７
割
が
未
整
備 

　
企
業
調
査
で
は
、
従
業
員
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス（「
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」）が
ど
の
程
度
で
き
て

い
る
か
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、「
十
分
で
き
て
い
る
」（
四
・
九
％
）、

「
あ
る
程
度
で
き
て
い
る
」（
二
二
・
三
％
）

を
あ
わ
せ
三
割
弱
が
「
で
き
て
い
る
」
と
し

て
い
る
も
の
の
、「
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
」

の
が
五
八
・
三
％
、
「
ま
っ
た
く
で
き
て
い

な
い
」
も
一
二
・
六
％
と
、
七
割
以
上
が
「
で

き
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る（
図
７
）。

従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に

比
べ
、
現
状
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
体
制
が
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な

い
よ
う
だ
。 

　
「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
役

割
を
主
に
誰
が
担
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
、

「
現
在
」
と
「
将
来
」
を
聞
い
た
問
い
（
複

数
回
答
、
図
８
）
で
は
、｢

現
在
」
に
つ
い

て
は
、
「
上
司
」
が
八
八
・
四
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
人
事
部
門
」
が
六
〇
・
二
％
、

「
先
輩
」
が
三
九
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

職
場
の
上
司
・
先
輩
が
キ
ャ
リ
ア
相
談
で
は

重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

「
将
来
」
に
つ
い
て
も
、
「
上
司
」
が
八

二
・
五
％
と
最
も
多
い
も
の
の
「
現
在
」
に

比
べ
若
干
低
下
し
て
い
る
。「
現
在
」
と
「
将

来
」
で
変
動
幅
が
大
き
い
の
は
、「
社
内
の
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
」

で
、
五
・
八
％（
現
在
）か
ら
四
七
・
六
％（
将

来
）に
増
加
し
て
い
る
。
社
外
の
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
も
一
・
九
％

か
ら
三
一
・
一
％
に
増
加
。
将
来
的
に
は
、

職
場
の
関
係
者
の
役
割
が
や
や
低
下
し
、
相

談
体
制
の
な
か
に
、
人
事
部
門
に
加
え
、
社

内
・
外
の
専
門
家
を
組
み
込
み
た
い
と
の
意

図
が
あ
る
よ
う
だ
。 

 

企
業
が
考
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
の
課
題
・

問
題
点
」
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
（
自
由

記
述
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
キ
ャ
リ
ア
全
体

に
対
す
る
系
統
だ
っ
た
体
制
づ
く
り
」
や
「
相

談
員
の
育
成
や
相
談
の
た
め
の
環
境
整
備
」

を
課
題
に
あ
げ
る
企
業
が
多
く
、
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
を
意
識
す
る

回
答
が
目
立
つ
。
複
線
型
人
事
の
導
入
に
よ

り
、
専
門
職
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
が
不
可

欠
に
な
る
な
ど
、
人
事
制
度
の
改
訂
に
伴
う

環
境
整
備
の
必
要
性
を
あ
げ
る
企
業
も
あ
っ

た
。 

 

上
司
が
相
談
相
手
の
場
合
、
「
上
司
が
忙

し
す
ぎ
る
」
「
対
応
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
」

と
い
う
問
題
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
異

動
の
希
望
な
ど
は
（
上
司
に
は
）
相
談
し
づ

ら
い
」
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
に
人
事
や
職

場
の
利
害
関
係
が
絡
む
こ
と
に
よ
る
、
や
り

に
く
さ
も
垣
間
見
え
た
。
「
会
社
が
ど
こ
ま

で
従
業
員
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
与
す
べ
き

か
迷
う
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
よ
り
客
観
的

で
中
立
的
な
外
部
の
専
門
家
に
ま
か
せ
る
べ

き
か
を
検
討
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
「
キ
ャ
リ
ア
相
談
と
い
う
概
念
や

窓
口
の
存
在
が
社
員
全
体
に
周
知
が
未
徹
底

で
あ
る
」
（
製
造
業
）
と
の
意
見
や
、
「
社

内
で
（
キ
ャ
リ
ア
相
談
の
）
重
要
性
が
認
識

さ
れ
て
い
な
い
」
（
小
売
業
）
な
ど
、
意
識

の
希
薄
さ
も
あ
る
よ
う
だ
。 

＊
１
　
厚
生
労
働
省
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
で

は
例
年
、
能
力
開
発
責
任
主
体
の
方
針
に
つ
い
て
、

当
該
調
査
と
同
一
の
設
問
で
聞
い
て
い
る
。
二
〇
〇

四
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
「
平
成
一
五
年
度
版
」
の

調
査
結
果
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
ま
で
」
で
は
「
企
業
の

責
任
」
が
計
七
六
・
〇
％
、
「
従
業
員
個
人
の
責
任
」

が
計
一
八
・
六
％
だ
が
、
「
今
後
」
に
つ
い
て
は
、

「
企
業
の
責
任
」
が
計
七
一
・
二
％
、
「
従
業
員
個

人
の
責
任
」
が
計
二
三
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
部
　
奥
田
栄
二
） 


